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№ 22

１．例会………〈司会：プログラム委員会〉

　12：28　１．チャイム

　12：30　２．点　鐘……〈会　長〉

	 ３．開会宣言

	 ４．ロータリーソング斉唱……日も風も星も

	 ５．講師・ゲスト並びにビジター紹介

	 ６．食　事

　12：45　７．会長挨拶並びに会長報告

	 ８．幹事報告

	 ９．出席報告

	 　　※第２四半期皆出席表彰（出席委員会）

	 10．委員会報告

	 11．ニコニコボックス報告

	 12．次週並びに次々週のプログラムの予告

	 　（２／１）……新入会員アワー　朝根　慶一 会員

	 〃　　　　岩瀬　正人 会員

	 　（２／６）……�西三河分区インターシティ・

ミーティング（全員登録）

	 　　13：45 ～ホテルグランドティアラ安城

	 　※２月８日㈪の例会変更分です。

２．クラブフォーラム………〈ロータリー情報委員会〉

　13：00	 卓話　「ロータリーの原点その１」

	 講師　地区研修委員会

	 　　　　副委員長　前田　孝司 様

（紹介者　鈴木文三郎 会員）

	 13．謝　辞

	 14．点　鐘……〈会　長〉

	 15．閉会宣言

　13：30	 16．散　会

出 席

会員総数　95名　　出席免除　25名

出席義務者＋免除者の内例会出席者　86名

欠席　９名　　出席率 89.53％

前々回（１／６）の修正出席率 100％

会 長 報 告

１）１月度ゴルフ例会が１月21日、三好 CCで開催さ

れ、池田憲司会員が（グロス99、ネット76で）優勝

されました。おめでとう御座居ます。

２）昨日、１月24日交換留学生ステファニーがオース

トラリアから来日され、加藤国際奉仕委員長はじめ

11名で出迎えに行って参りました。

幹 事 報 告

１）本日18時より川本にて理事・役員・委員長会議を

開催致します。関係の皆様はよろしくお願い致します。

会 長 あ い さ つ

最高の選手の話
岡本　　巧

　柔道の全日本チームの合宿中の出

来事です。

　コーチの山下泰裕さんが、早朝、

トイレにいくと、バラバラに脱ぎ捨

てられたスリッパを黙々と揃えてい

る選手がいたそうです。その選手は、

山下さんに見られているのに気付くと、顔を真っ赤にし

て恥ずかしそうに出ていったそうです。その選手の名前

は、滝本誠選手。彼は、その直後のシドニーオリンピッ

クで金メダルを獲得。

　もう一つ、アトランタとシドニーオリンピックで二連

覇を成し遂げた野村忠宏選手のエピソード。前の日に

試合があった選手が、その日の選手の付き人をやるのが、

ルールだそうですが、野村選手が二連覇を成し遂げた翌
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1909年（Ｍ42）オークランドに3番目のRC誕生

1910年（Ｍ43）「全米ロータリークラブ連合会」発足

全米に16クラブ、会員数1,800名

最初の「綱領」が大会で採択された。

第1回全米ロータリークラブ連合会年次大会に於いて

アーサー・フレデリック・シェルドンが「He profits 

most who serves his fellows best」を発表

1911年（Ｍ44）

第２回全米ロータリークラブ連合会年次大会において

ベンジャミン・フランクリン・コリンズが「Service，

not self」をスピーチ。

同大会でアーサー・フレデリック・シェルドンがレ

ポートで「He profits most who serves best」を発表、

同大会の「ロータリー宣言」の結語となる。

1912年（大正元年）「ロータリークラブ国際連合会」を

結成

５ヶ条の「綱領」を含む最初の「クラブ定款」を採択

クラブ数は50、会員5,000名

「Division」地区制がしかれ８地区に分けられた

1913年（Ｔ2）

第4回ロータリークラブ国際連合会年次大会でアー

サー・シェルドンは「He profits most who serves 

best」に関する講演を行なう

1915年（Ｔ4）第6回国際ロータリークラブ連合会サンフ

ランシスコ大会において「全分野の職業人を対象とす

るロータリー倫理訓」（道徳律）が採択される

同大会のロータリースローガンとして「He profits 

most who serves best」と「Service，not self」が記

載されている

1917年（Ｔ6）「ロータリー基金」が設けられる、後に（1928

年）「ロータリー財団」となる

1919年（Ｔ8）世界のＲＣが500に達す

1920年（Ｔ9）東京ロータリークラブ誕生

1921年（Ｔ10）世界ＲＣが1,000に達す

米国以外で初めて国際大会がスコットランドのエジン

バラで開催

同大会で「平和と善意」が綱領に加えられる

ベンジャミン・フランクリン・コリンズがロータリー

スローガン「Service above self」の作者と記載される

1922年（Ｔ11）本部組織を国際ロータリーに変更

1923年（Ｔ12）セントルイスでの国際ロータリー年次大

会で23-34が決議される

「ロータリーの原点（その２）」

奉仕の理想（Ideal of Service）

　「奉仕の理想」は一体どんな理想なのか？

　それは、寄付とかボランティア活動とか、そういう善

意の社会奉仕活動か、はたまた「相手の身になって行動

すること」でしょうか？

　然し、その程度のことなら何も高い会費を払ってロー

タリーという大組織に加入し、毎週１回、貴重な時間を

割いて集り、

日は、インタビューと取材が殺到、寝る間もありません。

しかし、そんな状況の中でも、野村選手は浮かれること

なく、きちんと付き人をやり、ついた選手の柔道着を丁

寧にたたんで大事にその選手のバックにしまっていたそ

うです。二人の選手のこのような場面を見て、コーチの

山下泰裕さんはとても嬉しかったそうです。

　全日本チームが目指すものは、最強の選手ではなく『最

高の選手』です。

by山下泰裕

最強の選手ではなく、最高の選手

小さなことを大切にする人だけが、大きなことを成し遂

げられる。

青少年交換学生紹介

クラブフォーラム

卓話

「ロータリーの原点（その１）」
地区研修委員会　副委員長　

前田　孝司 会員

決議23-34について

ロータリー創成期の歴史

1905年（明治38年）

ロータリークラブが、ポールP. ハ

リスによって３人の親しい仲間と

共に創られました。

会員は一業種一人、友愛と相互扶

助の精神

1906年（Ｍ39）

３ヶ条からなる「定款」が制定され、これが「綱領」

を兼ねていた。

1907年（Ｍ40）

シカゴＲＣ市役所に公衆トイレを寄付

社会奉仕の始まり

1908年（Ｍ41）サンフランシスコに2番目のRC誕生

アーサー・フレデリック・シェルドンがシカゴRCに

入会し、「職業奉仕」の概念を提唱

Ms.Stephanie E Cahill 到着！
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～力むる処は向上奉仕～

などと、大声張り上げ合唱するほどのことでは、ないで

はありませんか。

　現実には違う、ずっと次元の高いものでなければなり

ません。だからこそ、そういう高い目標に向かって努力

する必要がある

～その志を肝に銘ずる為に向上奉仕～

と、事あるごとに唱うのであります。

　ロータリーの存立の極性軸の上に立つ理想です。極

性軸がどこにあるかといえば、ロータリーが職業人、と

りわけ実業人の組織であると言う基本構造を否定しない

かぎり、拠って立つ軸足は各人の職業にあるのですから、

極性軸となる理想的な奉仕活動は、各人がその職務に於

いて、

「He profits most who Service best」

（最もよく奉仕するもの、最も多く報われる）

という一語に集約されるのです。

　しかし、現実の経済社会はそのようになっていません

「正直者が馬鹿をみる」というのが現実の姿です。

　そこで、ロータリーは現実を一歩でも二歩でも奉仕す

るものが報われる理想社会に近づけようとしているので

す。これが正に「奉仕の理想」ではないでしょうか。

　理想を実現するためには、共鳴してくれる同志を増や

さなければなりません。一人では社会の大勢にはかなわ

ないわけで、ロータリーでは

“Fellowship”「同志」

といって、同じ志をもつ仲間をいいます。多くの同志を

持つ為に会員増強は、ロータリーにとって永遠の課題な

のです。

　まず最初に資質あり、志あり、志を同じくするものの

増強ですが、最近は目的を見失って迷走する増強拡大に

なっています。

刈谷 RC １月度ゴルフ例会

平成22年１月21日㈭

於：三好カントリークラブ

	 成　績	 氏　名	 Ｇ	 Ｈ	 Ｎ

	 優　勝	 池田　憲司	 99	 23	 76

	 ２　位	 酒部　正博	 93	 16	 77

	 ３　位	 南　　　健	 84	 7	 77

	 Ｂ　Ｂ	 関　　淳之	 115	 18	 97


